
を服用される
患者さんとご家族の方へ



（裏面も必ずお読みください）

このお薬は、脳内の神経伝達物質の働きを調節する作用により、
注意欠陥/多動性障害（AD/HD）の症状を改善します。

を服用される患者さんとご家族の方へ

＊錠剤は実物大です。

次のような方は、服用前に必ず医師または薬剤師にお伝えください。
●過去にこのお薬を服用して、かゆみ、発疹などのアレルギー症状がでたことのある方
●褐色細胞腫の方、または過去に既往があった方　●閉塞隅角緑内障がある方
●肝臓や腎臓の病気にかかっている方
●けいれん発作がある方、または過去にけいれん発作を起こしたことがある方
●心血管に重篤な障害がある方
●心臓の病気、脳血管障害、高血圧がある方、または過去にこれらの既往があった方　
●先天性QT延長症候群がある方、または血縁者にQT延長の方がいる方
●過去に起立性低血圧を起こしたことがある方
●精神病性障害、双極性障害がある方　●排尿困難がある方
●妊婦、妊娠している可能性がある、または授乳中である方　●他のお薬を服用している方

アトモキセチン錠「DSEP」を服用される前に

●服用量は、患者さんの年齢や症状にあわせて医師が必要な量を調整します。
●2回分を一度に飲まないでください。
気がついた時に、1回分を飲んでください。ただし、次に飲む時間が近い場合は1回
とばして次の服用時間に1回分を飲んでください。
●誤って多く飲んだ場合は、医師または薬剤師に相談してください。

服用方法について

アトモキセチン錠5mg「DSEP」 アトモキセチン錠10mg「DSEP」
表 裏 側面 表 裏 側面

アトモキセチン錠25mg「DSEP」 アトモキセチン錠40mg「DSEP」
表 裏 側面 表 裏 側面

医師または薬剤師の指示なしに、自分の判断で服用を中止したり、量を減らしたり
すると病気が悪化することがあります。指示どおりに飲み続けることが重要です。
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●この薬を服用中の小児において、死んでしまいたいと考えることや、自殺に関連する
行動が認められています。ご家族の方は患者さんの状態の変化について注意深く
観察し、変化がみられた場合には医師に連絡してください。
●AD/HDの症状として、攻撃的になったり、敵意をもったりすることがしばしばみら
れますが、この薬の服用中にも攻撃性や敵意があらわれたり、悪化するとの報告が
あります。ご家族の方は患者さんの状態の変化について観察し、変化がみられた場合
には医師に連絡してください。
●幻覚などの精神病性または躁病の症状を起こすとの報告があります。ご家族の方は
患者さんの状態の変化について観察し、変化がみられた場合には医師に連絡して
ください。
●小児においてこの薬の投与初期に体重増加の抑制や成長の遅れが報告されてい
ます。ご家族の方は患者さんの成長について注意して観察してください。この薬の
服用中にこのような症状があらわれた場合、医師の判断により減量または中止され
ることがあります。

悪心、食欲の低下、眠気、頭痛、のどの渇き、嘔吐、便秘、めまい、動悸、体重減少、腹痛など

服用中に注意していただきたいこと

●この薬を長期間服用する場合は、必要に応じて休薬する期間を設けるなどして、定期
的にこの薬の有用性の再評価が行われます。
●この薬の服用中には定期的に、血圧および心拍数（脈拍数）の測定が行われます。
●眠気、めまいなどが起こることがあるので、自動車の運転など危険を伴う機械の操作
は行わないようにしてください。
その他、わからないことや気になることがあれば、医師または薬剤師にご相談ください。

その他の重要な注意

上記の他にも、以下のような症状があらわれることがあります。このような症状が
みられましたら、すぐに医師または薬剤師に相談してください。

この他にも、体調に変化があった場合や気になることがありましたら、医師または
薬剤師にご相談ください。

悪心 食欲の低下 眠気 頭痛

連絡先（医療機関名）
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